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論文内容の要旨
H本産キンポワゲ属Acris節の 3種ウマノアシガタ (Rαnuπculusjα'j)onicus)、ミヤマキンポウゲ (R.
αcns var.凡ipponicus)、ヒメウマノアシガタ (R.yαkushunensis)の類縁関係を明らかにするために、
これら 3種の酵素多型を用いた遺伝的変異の解析、また、外部形態、開花習性、交配様式の比較、交配実
験による近縁性の解析を行った。特にウマノアシガタは広域に分布し、形態的な変異も人;きいことからこ
れらの種の母種と推定されており、それを検証するために多くの集団 (60集団)の遺伝的変異、集団構造
の有無を解析した。また、ウマノアシガタのうち徳島県東祖谷川j落代峠産の集団は特異な形態を示したこ
とから仮に別の分類群として取り扱ったひ
解析の結果、ウマノアシガタの集団聞で多様な遺伝的変異が検出された。撞内の遺伝的多様'性(He=O.215)
と集団内の遺伝的多様性 0Ie=0.172)は他の広減分布、外交配の多年生草本に比べやや高い値であった。
いくつかの集団ではやや高いF値を示したが、これは交配相手が地理的に限定されていることに起肉すると
推測された。遺伝的変異の大部分(約80%)は集団内にみられ、中緯度の遺伝的変異 (Gst= 0.203)が集
団聞で検出された。計算したFst値 (0.203)から、この種にいくつかの集団構造が存在することが分かっ
た。また、地理的距離とFst嗣との強い有意な相関関係からウマノアシガタの遺伝的構造が距離による隔離
によって起こっていることがわかった。鹿児島県厚久島の同省種、ヒメウマノアシガタはウマノアシガタ
との強い遺伝的関係から、ウマノアシガタから犀久島の山岳地帯で分化した種であることが推定された。
徳島県東祖谷山産の集団は形態的特長からウマノアシガタとミヤマキンポウゲの種間雑種と推定されてい
たが、今回の交配実験、遺伝的関係の解析の結果、ウマノアシガタの 1特異型と判断され、ウマノアシガ
タの l新変種、 R.iαponicus Thunb. var. rostnαtωSyamsuardi， Okada & Ogawaとして記載され
た。ミヤマキンポウゲはウマノアシガタとは遺伝的に遠い関係にぷうった。これらのことから、ウマノアシ
ガタの合む遺伝的多様性が、地理的な遺伝的精造を作り、そこから地域に固有な分類群のいくつかがその
地域で独自に種分化を起こしていったものと推定された。
論文審査の結果の要旨
日本産キンポウゲ‘属Acris節の3種ウマノアシガタ CRαnunculusjαponicus)、ミヤマキンポウゲ (R.
acris var. n.ipponicus)、ヒメウマノアシガタ(尺 yaf.wshimen.sis)の頒総関係を明らかにするために、
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酵素多型を用いて遺伝的変異の解析、また、外部形態、開花習性、うと配様式の比較、交配実験による近縁
性の解析を行った。特にウマノアシガタは広域に分布し、形態的な変異も大きいことからこれらの種の母
種と推定されており、それを検証するために多くの集団 (60集団〉の遺伝的変異、集団構造の有無を解析
した。解析の結果、ウマノアシガタの集団関で多様な遺伝的変異を検出した。種内の遺伝的多様性 CHo君。.215)と集問内の遺伝的多様性 (He=O.172)は他の広域分布、外交配の多年生草4':に比べやや高い値で
あった。いくつかの集団ではやや晶ーいF値を示したが、これは交配相手が地理的に限定されていることに起
因すると推測した。遺伝的変異の大部分(約80%)は集問内にみられ、中程度の遺伝的変異 CGst=0.203) 
が集団聞で検出された。計算したFst値 (0.203)から、この種にいくつかの集団構造が存在することを明
らかにした。また、地理的距離とFst値との強い宵意な相関関係からウマノアシガタの遺伝的構造が距離に
よる隔離によって起こっていることを明らかにした。鹿児島県屋久島の岡有帽、ヒメウマノアシガタはウ
マノアシガタとの強L、遺伝的関係から、ウマノアシガタから屋久島の山岳地帯で分化した種であることを
推定した。徳島県東担谷山産の集団は形態的特長からウマノアシガタとミヤマキンポウゲの種間雑種と推
定されていたが、今戸!の交配実験、遺伝的関係の解析の結-果、ウマノアシガタの 1特異型と判断し、ウマ
ノアシガタの 1新変種、 R.jαponicus var. rostrαtusとして記載した。また、ミヤマキンポウゲはウマノ
アシガタとは遺伝的に速い関係にあることを明らかにした。これらのことから、ウマノアシガタの含む遺
伝的多様性が、地理的な遺伝的構造を作り、そこから地岐に!崎有な分類群のいくつかがその地域で独同に
種分化を起こしていったものと推定した。
以上のように、本論文は広域分布積が内包する遺伝的多様性が種分化にどのように関わっていくのかを
検証したもので、植物分類学の分野に大きく貢献するもので、博士(理学)の学位授与に値するものと審
査した。
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